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ＰＴＡ会長の梶田でございます。一言、お祝いのご挨拶を申し上げます。 

その前に、本日は「新型コロナウイルスによる肺炎」が拡大しているため、大阪府からの指示

により、皆さんの門出を祝う卒業式が教室開催となり、保護者も来賓も参列することができなく

なり、本当にさみしい卒業式となりました。しかし、皆さん、今回の措置は仕方のないことです。

ぜひ、この機会に、健康の大切さを感じてください。そして、皆さん。決してめげることなく、

未来に向けて、頑張ってください。 

本日は、保護者の皆さんは参列できませんが、保護者の皆様の気持ちを代表して、卒業される

皆様に、お祝いと激励の言葉を申し上げたいと思います。改めて、本日卒業を迎えられる３６０

名の皆さん、ご卒業、誠におめでとうございます。心より、お祝い申し上げます。 

皆さんは３年前、厳しい受験を勝ち抜いて、この桜塚高等学校の正門をくぐられました。桜塚

高校 合格。掲示板に自分の番号があった時の喜び。本当に嬉しかったと思います。合格という

言葉。その言葉の中には、ご家族の皆さんの喜びや期待。そして、この学校で学べるという皆さ

んの希望が、一杯詰まっていたと思います。そして、皆さんはその思いを少しずつ実現しようと、

勉強やクラブ活動、文化祭、体育祭、などこれらの活動に一生懸命頑張ってこられました。そし

て、その努力の中で、素晴らしい先生や素晴らしい友人に巡り合い、そして、今日、こんなにも

大きく、立派に成長され、本日、卒業を迎えられることに、とても感動を覚えているところです。

皆さんは、この学校で一つの目標に向けて、みんなで頑張ることの素晴らしさを感じられたこと

と思います。 

４月からは、大学や専門学校に進学される方、また、就職される方、そして、浪人という道を

選ばれた方もいると思います。その中には、すでに叶えたい夢がある人もいれば、今から、その

夢を見つける人もいると思います。ただ今の時代、自分の周りには、必ずしも夢を応援してくれ

る人がいるとは限りません。残念ながら、これが現実です。叶えたい夢に対して「お前なんかで

きるわけがない」と、ネガティブな言葉をかけられたり、とてつもなく、理不尽なことを言われ、

あれほど叶えたいと思っていた夢に対する情熱さえも、消えかけてしまうかもしれません。そし

て、追い打ちをかけるかのように、辛いこと、苦しいことが降りかかり、「なぜ自分だけが」と

思うことがあるかもしれません。「これが自分の運命か」と天を恨み、頑張ることをあきらめて

しまうことがあるかもしれません。 

でも、皆さん。そんな時、この言葉を思い出して下さい。「運命よ、そこをどけ。オレが通

る」これは、ＮＢＡプロ・バスケットボール選手 マイケルジョ－ダンが残した言葉です。世の

中には、いろんな人がいます。これからの人生は、周りの人の目を気にすることなく、「絶対に

夢を叶える」という断固たる決意を持って臨んでほしいと思います。これからの皆さんの素晴ら

しい人生に、大きな拍手と声援を送ります。ぜひ、皆さん。頑張ってください。 

最後に、中田校長先生をはじめ教職員の皆様。３年間、子供たちを温かく見守り、時に厳しく、

また、我慢強くご指導頂きましたこと、そして、本日このように、立派に成長させていただき、 

卒業を迎えることができましたこと、本当に有難うございました。保護者を代表して、心から感

謝とお礼を申し上げます。どうぞ、今後とも、子供たちに対しまして、変わらぬ愛情とご支援を

賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

改めて、卒業生の皆さん。皆さんに幸ち、多からんこと。 

心より、お祈り申し上げご挨拶といたします。 

本日は、誠におめでとうございます。頑張ってください。  
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